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平和祈念展示資料の記録・保存等に関する検討会（第６回） 

平成２１年３月１３日 

 

 

【亀井座長】  それでは、第６回の平和祈念展示資料の記録・保存等に関する検討会を

開催させていただきます。 

 本日の検討会では、取りまとめに向けて、まず、前回の検討会で御議論いただいた「こ

れまでの議論のまとめ」などについて、前回御欠席された構成員の方々を含めて、改めて

ご意見をお願いしたいと思います。 

【井上構成員】  ビデオ等の作成などはどのようにお考えですか。展示施設等に適切な

説明を含めたようなビデオがあると、入館者にもわかりやすいという感じがしますが、そ

ういう構想はありませんか。 

【米澤特別基金事業推進室長】  まだ、基本的なところまでしか整理しておりませんの

で、具体的にこういう展示内容、こういう展示物、展示の構成はこうだというところまで、

この検討会の取りまとめでできるかどうかわかりませんが、考えてみます。 

【亀井座長】  ありがとうございました。ほかにいかがでしょうか。 

【椎原構成員】  語り部の方は今、何人いるのでしょうか。 

【羽深事業部長】  現在登録されている方は２２名います。 

【椎原構成員】  全員体験者の方ですか。 

【羽深事業部長】  ２人は総合語り部として、兵士、抑留、引揚げの３つに関し説明し

ていただいておりますが、それ以外の方はすべて体験者です。 

【田久保構成員】  デジタル・アーカイブの構築についてですが、これは全国に関係す

る展示室、資料館があると思いますが、そういうところの所蔵資料を検索できるような方

法をお考えになったらどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

【米澤特別基金事業推進室長】  具体的にはこれから勉強していかなければいけないと

思っていますが、少なくとも、私どもがほかの資料館が持っている資料をすべて整理して、

それをデジタル化してリスト化するというようなことを行うのは難しいと思います。それ

ぞれの資料館が整理されたものとどうやって連接するのか、連接がどこまでができて、ど

こからができないのかということは専門的にも勉強してみないとわかりませんが、そうい

うことも含めて、今後デジタル・アーカイブの構築の具体的な中身を検討していく必要が
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あると考えています。 

【杉浦座長代理】  ほぼ同じ発想ですが、デジタル・アーカイブという言葉の中で何で

もできるならいいですが、例えば、いろいろな資料館に何があるかとか、そういう話をこ

こに問い合わせるとわかるというような窓口の仕事は、アーカイブとは別の仕事じゃない

かという気がします。 

 だから、ほかの資料館などにある中身を全部ここでわかる必要はありませんが、この資

料館にはないが、それはここにあるようですという照会に対応するようなことができると

深みができます。そういうことも頭に置いた方がいいかと思います。 

 もう１つ申し上げますと、語り部の育成は非常にいい事業なので、これはぜひもっと強

化してもらいたいと思います。また、語り部のほかに、情報発信の企画とか、あるいは他

の資料館などでどういうことをやっているかとか、そういう専門知識のある相談員のよう

な人も必要ではないかと思います。 

【亀井座長】  ありがとうございました。今の杉浦座長代理の御発言の１点目は、いわ

ゆるネットワークです。最近では図書館で所蔵資料を相互に貸出しを行ったりとか、ある

いは所蔵している定期刊行物のコピーなどを提供したり、また、東京にいて世界の図書館

の主要なところの情報を入手することも可能な時代に入ってきましたので、資料等につい

ても、所蔵していないものについては、どこそこにこういうものがあるということがわか

るような、いわゆる情報ネットワークのようなものが必要なのかという思いがしました。 

 ２点目の語り部に関しては、実際に体験された方の体験談は貴重なお話だと思いますが、

なかなか御高齢になられて時間的にも難しくなることも予想されますので、そうしたもの

をきちんと効果的に語っていただけるような方を引き続き確保していくということが必要

だという思いがしました。 

【戸高構成員】  資料館の展示においては、あまり結論を出した展示をすると、入館者

の感想がそこでとまるということがあります。ですから、その先の考えを伸ばしていける

形というのを考えることが必要であって、戦争の歴史を扱っていると、どんな展示を行っ

ても、本当はもっとすごかった、もっと大変だったというのは常にあるわけです。そうい

う意味で、それは展示ではできない線があるわけです。 

 博物館というのは、どんなに巨大な博物館をつくっても歴史のほうが大きくて、一部し

か展示できません。ですから見た人がもっと知りたいと思わせるような入口を設定すると

いうことが大事だと思います。 
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そこをきちんと押さえていけば、小さい施設でも大きな事業になり得ると思います。 

【亀井座長】  ジオラマなども迫真性を出す場合には、蝋人形館のような生々しい模型

を使うとより迫真性が出るかなというようなことも少し思いながら資料館の展示を拝見し

ていますが、費用の問題もありますし、保存、保管のこともありますので、ある程度の限

界の中にとどめて、やはり先ほど戸高構成員がおっしゃった、いわば入観者の想像力を駆

り立てるというのでしょうか、そういう部分が大事だろうと私も思いました。 

それでは、引き続きまして、第２点目として、平和基金解散後の資料展示施設の運営方

法についての御審議をお願いしたいと思います。資料展示施設の運営方法については前回

の検討会で御審議いただいておりますが、その際の意見を反映し、さらに事務局において

整理したものですので、事務局から資料の御説明をお願いしたいと思います。よろしくお

願いします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  それでは、平和基金解散後の資料展示施設の運営方法

について御説明いたします。先に４ページを御覧いただければと思いますが、これは前回

お示しした資料展示施設の運営に必要と考えられる業務を整理したものです。ここでは、

大きく分けて、展示内容の企画立案というところから始まり、資料の収集、それから、資

料展示施設の日常的な管理運営、例えば、資料を効果的に陳列したり、入館者への対応を

したり、データベースを整理したり、また、受付、警備、清掃といったことに至るまでの

業務があると思います。あるいは、デジタル・アーカイブの構築や、企画展の企画、実施

といったような業務が今後考えられるのではないかということで、御説明したものです。 

 本日御議論いただきたいと思っていますのは、これらの業務を前提として、展示施設の

具体的な実施体制も含めた中身について御意見をいただきたいと考えています。まず、こ

れも前回お示ししましたが、今申し上げたような業務を行う資料展示施設の運営に、どう

いった観点が必要になるだろうかということです。まず１つ目として、継続的・安定的に

運営していく。要は、途切れのないようにやっていくということだろうと思います。２つ

目として、特定の歴史観に立脚しない。実は、前回は特定の歴史観に偏らないといったよ

うな表現でしたが、戸高構成員の御指摘もありまして、特定の歴史観に立脚しないで運営

していく、客観的事実の提供に努め、内容の適切性を確保するといったような書き方に改

めています。３つ目として、入館者の心に残るよう、効果的に運営するといったことです。

また、そのほか何かこういった観点が必要ではないかという御意見がありましたら、御指

摘いただければと思います。 
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 それから、今回新しくお示しするものとして、こういった資料展示施設を国として運営

するに当たって、どういった実施体制、そのほかが必要になるのかということです。まず、

２ページ目の実施体制というところを御覧いただきますと、労苦継承事業の中核となる資

料展示施設の運営に当たっては、国において適切な業務体制を整備して運営を統括してい

くとともに、資料展示施設の日常的な個々の業務については、能力のある民間事業者を活

用していくということが必要ではないかということが、まず論点の１つ目です。 

 ２つ目として、国としての役割分担ですが、民間事業者による業務が国の方針どおり実

施されているかを監督する必要があります。そのためにも、国と民間事業者との間で、日々

の業務の実施状況について、定期的に報告や連絡をし合うといったことが重要になるので

はないだろうかということです。 

 ３番目の論点として、国としては、個々の仕事を自ら実施するというよりも、きちんと

点検する、監督するという役割になるわけですが、そうはいっても、全く中身がわからな

いままではそういったこともできないだろうということで、国においても、そういった民

間事業者による業務を監督していく上で、資料展示施設で行う業務に関する専門的な知

識・能力というものが必要になってくるのではないか。そういう意味で、例えば１つの提

案ですが、資料展示施設の館長を設けて、専門的な知識・能力を持った国の職員を充てる

ということも考えられるのではないかということです。 

 それから４つ目としては、そういった館長を補佐する、館長と一体となって業務に当た

っていく、収集、保存、展示等に関する専門家といったものも必要なのではないか、なる

べく国としての体制を必要かつ最小限のものにしながら、民間の能力を十分に活用してい

くという仕組みが必要ではないかということです。 

 また、そのほかの論点として追加すべきものがありましたら、御示唆いただければと思

います。 

 それから、施設の名称についても考えていかなければいけないと思っています。現在の

「平和祈念展示資料館」という名称がありますので、その定着度なども踏まえて名称を考

えていく必要があるだろうと思っています。 

 また、設置場所についてです。資料展示施設の設置場所として、こういった要素が必要

ではないかということを挙げています。これも当たり前と言えば当たり前のことが書いて

ありますが、交通至便である、わかりやすい場所である、それから、現在は新宿に置かれ

ていますが、それが周知、定着しているということをどれぐらい踏まえるかといったこと
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があると思います。あるいは、人通りが多いですとか、その他、別の要素があるとのお気

づきの点があれば、御指摘いただければと思います。 

 それから、関係資料館との連携についてです。これは先ほどの議論との関わりも十分あ

ると思いますが、全国に、国が行っていたり、地方自治体が行っていたり、民間が行って

いたりといった多くの先の大戦に関する資料館、展示施設があります。それぞれの設置目

的に応じて、各館独自の特色のある取組を行っていますので、施設の特徴も生かして、相

互に補完し合う観点から、関係資料館との連携のための取組が必要であると思います。 

 最後に、第三者による点検ということで、これは前回も若干御紹介させていただきまし

たが、能力のある民間業者による日々の業務、それから、それを監督する国の業務といっ

たものも含めて、きちんと第三者が点検したり、助言したりする仕組みとして、どのよう

な仕組みが考えられるのだろうかということが、論点としてあると思います。 

 そのほか、お気づきの点があれば、ご指摘いただければと思います。 

 以上です。 

【亀井座長】  ありがとうございました。ただいまの御説明について、御質問、御意見

をお伺いしたいと思います。いかがでしょうか。参考として最後につけていただいた必要

と考えられる業務についての御説明はよろしいのですか。 

【米澤特別基金事業推進室長】  では、簡単に御紹介させていただきますと、展示施設

の運営に必要と考えられる業務として、展示施設全体の統括をする業務、それから、展示

の中身を考えるということで、展示の構成ですとか、所蔵資料の中から展示するものを選

定する作業、それから、展示品に説明文をつける仕事といった中身そのものにかかわる仕

事が、まず出発点としてあると思います。それから、さらに収集する資料を選定するよう

な仕事があると思います。それから、日々の業務として、展示内容を効果的に見せるため

の企画や、展示品を実際に陳列する作業、それから、資料によっては摩耗する可能性もあ

りますので、レプリカを作っていくといった作業なども展示そのものにかかわる仕事です。 

 それから、入館者への説明など、入館者への対応という業務があると思います。その中

には語り部の育成や配置といったことも含めてあるかと思います。それから、管理的な仕

事として、持っている資料を整理してきちんとリスト化しておくといったことや、あるい

は図書の管理や、それから、施設の広報、宣伝ということもあると思います。また、細か

い話になりますが、受付、案内や、警備、清掃、防火対策といった施設の維持管理そのも

のについての仕事、そういったものが出てくると思います。 
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 こういった展示を中核にして、関連としてデジタル・アーカイブを作るといったことで

すとか、持っている資料の中からいろいろな切り口で企画的な展示を行うといった業務が

挙げられると思います。また、こういった展示施設の運営と一体の取組として、地方での

展示会や労苦を語り継いでいくフォーラム、それから啓発資料をつくったりとか、そうい

ったような資料展示施設の運営と一体の取組としてやっていくような仕事があるのではな

いかということです。 

 こういった業務を前提にして、これをどういう体制で行っていくかということについて

は、先ほど御説明させていただきました。 

【亀井座長】  ありがとうございました。いかがでしょうか。何かお気づきの点ござい

ますか。 

【田久保構成員】  ２ページ目の上から３行目、能力のある民間事業者という、「能力の

ある」というのは取ってもいい言葉ではないかと思います。 

【米澤特別基金事業推進室長】  民間の能力を生かしていきたいというような思いがあ

って、能力という言葉が先に出てしまいました。逆に、民間事業者の能力を活用していく

といった表現にした方が自然かもしれません。 

【亀井座長】  こういう資料館を長時間見て歩くと、床が平らなものですから、正直申

し上げて疲れます。資料館の中に休憩をできる場所があったほうがいいのではないかと思

います。もし現在の住友三角ビルから、周辺に飲食店というようなものがないような場所

に移るときには、少しそういう休憩できる施設があったほうがいいのではないかなと思い

ました。 

【加藤構成員】  唯一性というか、この資料館が絶対大事だということを言えるという

のは、やはり顔が見えるというか、実際こういう兵士の方とか、抑留された方が、どうい

う人か名前がわかるということかと思います。名前は、やはり人間の生きた証みたいなも

のですので、例えば抑留者の中で紹介できる方はここに名前があるといったようなものが

あると、やはりこれは大きいと思います。 

 それで、顔が見えると言って私がイメージしていたのは、大和など、様々な艦船の乗組

員の写真です。そのシリーズ本の中に必ずきれいな集合写真が載っているんです。それが

かなり感動的だという話を何人もの方から聞きました。 

 ですから、引揚げのときでもいいし、開拓団でもいいし、集合写真でその人がそこにい

るということがわかるもの、人の顔が見えるものがあるといいと思います。平和祈念展示
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資料館にある亡くなった赤ちゃんのおむつで作ったワンピース、あれはすごくインパクト

のあるものだと思いますが、やはり人名というのも、すごくインパクトがあると思います。   

だから、何らかの形で、ここだけで見られる資料があるといいなと思っていました。 

【山本課長補佐】  厚生労働省が持っている戦後強制抑留死没者の名簿については、そ

の写しをファイルで置かせていただいたり、あと、先生がおっしゃったように、個人とい

うことであれば、どういう方から寄贈された資料だということを、名前が載せられる分に

ついては、展示資料館の中でお名前を紹介しています。また、平和基金では、毎月テーマ

を変えて、ある特定の方に焦点を当てて、その方に関係する実物資料を紹介させていただ

いたりしております。写真についても、もちろん展示できるものは展示していく必要があ

ると思いますが、どうしても抑留などは性質上あまり写真がなくて、その分絵画などを今

まで使ってきたという部分もありますので、先生のお話で、もちろんできる部分は今まで

もやってきた部分はあるかと思いますし、また今後も行っていきたいと思っております。 

【杉浦座長代理】  確かに先生がおっしゃるように、そういう資料があると非常に身近

になると思います。 

【田久保構成員】  呉の海上自衛隊の海軍兵学校の資料館では海兵出身者などの名簿が

展示されていて、だれだれのおじいちゃんが海兵の３期だったと、みんな黒山になってそ

こで見ています。だから名簿というのは非常に重要なものだと思います。 

【戸高構成員】  やはり亡くなった方とか、実際に苦労した人というのは、何百何十何

人という数で表せるものではありません。要するに、だれだれさん、だれだれさん、だれ

だれさんと積み上げなければいけません。可能であれば、ここで対象とされている人は、

本当に理想的には全員分の名簿を確保して資料とできればいいと思います。 

【亀井座長】  ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 では、この資料展示施設の運営方法等については、ただいまの御意見を踏まえて、さら

にまとめていくということでお願いしたいと思います。 

それでは、次回の検討会の日程等について、御説明をお願いします。 

【米澤特別基金事業推進室長】  今日いただいた御議論も踏まえまして、全体の報告書

案のようなたたき台を案として、次回の検討会で御説明させていただきたいと思っていま

す。その場を４月２３日の１０時３０分からとさせていただきたいと思います。 

【亀井座長】  それでは、以上をもちまして第６回平和祈念展示資料の記録・保存等に
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関する検討会を閉会させていただきます。ありがとうございました。 


